
現代舞踊の名作を実技と講話の両面から学び、
            《今》の私たちの創造性と身体をみがく-シリーズ6

夏期舞踊大学
講座

現代舞踊協会

文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（芸術家等人材育成））｜独立行政法人日本芸術文化振興会

2026

in 中国
KDDI維新ホール メインスタジオ

［日］719

in 関東
彩の国さいたま芸術劇場 大練習室

［水］7 22

全国８支部の拠点を擁して事業展開している現代舞踊協会の支部と研究部の連携企画!!
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助成：
令和8年度舞台芸術等総合支援事業（芸術家等人材育成） 現代舞踊新進芸術家育成Project2「夏期舞踊大学講座2026」



現代舞踊協会
夏期舞踊大学講座

歴史を受け継ぎ、全国組織として事業を展開している現代舞踊協会の講座として、
中国と関東とで開催します。未来を模索する意欲的な皆さんを広く募集します。

現代舞踊の先達が生み出した作品には、最新の情報が溢れ飛び交う現代社会を生きる私達が見失っ
ているものがあります。そうした作品を、実技と講話から「学び、考え、試みる」この講座は、受講者各
自の立脚点、創造性を探る場であり、さらなる創造活動の喚起を目指しています。

加藤燿子（1928-2022）は、実に70余年に渡り山口県を拠点に活動し、自身と同じく地域に根
差した芸術家達に材をとった作品も少なくありません。今回取り上げる『南無ダダ』（1985年初演）
も、同郷の詩人・中原中也の同名の詩に触発されて創作された作品です。幼少期から加藤の元で
研鑽を積み、作品が生まれる現場を最も近くで共にしてきた広田早苗氏による講話と実技、加藤と
親交を重ねてきた中原豊氏（中原中也記念館館長）による文学の側からの講話とにより、『南無ダダ』
を多角的に捉え体験し、受講者各自の探求の一助となる機会を提供します。

現代舞踊の名作を実技と講話の両面から学び、
              　　《今》の私たちの創造性と身体をみがく-シリーズ6

◎協力 : 中原中也記念館
◎企画・制作：一般社団法人現代舞踊協会研究部
　加藤みや子　馬場ひかり　池田恵巳　宮崎晃子
◎主催：一般社団法人現代舞踊協会
　登録番号T3011005000007

35名（定員になり次第締切ります）
舞踊家／一般／学生
6月1日（月）～6月30日（火）
一般4,500円　協会員2,000円　学生1,500円
（税込：税率１０％、保険料含む）

1.

2.

3.

4. 

開講式

DVD鑑賞と実話に基づく現代舞踊史講話

『南無ダダ』ワークショップ

閉講式

現代舞踊協会

30名（定員になり次第締切ります）
舞踊家 及び 中学生以上の舞踊経験者
6月1日（月）～6月30日（火）
一般3,000円　協会員1,500円　学生1,000円
（税込：税率１０％、保険料含む）

10:00～16:30（9:30受付開始）
彩の国さいたま芸術劇場　大練習室

10:30～16:00（10:00受付開始）
KDDI維新ホール　メインスタジオ

埼玉県さいたま市中央区上峰3-15-1
Tel 048-858-5500（代）（休館日を除く9:00～19:00）
JR埼京線与野本町駅（西口）下車　徒歩7分

山口県山口市小郡令和１丁目１-１  Tel 083-902-6727
JR新山口駅下車　北口から直結

「現代舞踊協会」を検索→「News」→「募集」
 →「夏期舞踊大学講座 申込フォーム」にて受付

定　　員
対　　象
申込期間
参 加 費

お問合せ・お申込み

定　　員
対　　象
申込期間
参 加 費

一般社団法人現代舞踊協会  Tel 03-5457-7731
150-0021 東京都渋谷区恵比寿西1-21-3 グレイス代官山402

一般社団法人現代舞踊協会 中国支部（事務局）
083-922-1963   yk-dance@titan.ocn.ne.jp

お問い合わせ・お申込み

◎プログラム

※詳細は変更になる場合もあります

中原中也記念館館長。鹿児島女子短期大学、長崎大学教育学
部で教員を務めた後、2003年から同館副館長、09年より現
職。中原中也を中心とする日本の近代文学を研究。著書（共著）
に佐藤泰正編『中原中也を読む』（笠間書院）などがある。詩誌
「あるるかん」同人。

講師：中原 豊 (なかはらゆたか)

5歳で加藤舞踊学院に入門し加藤燿子に師事。1984年から
同学院教師。加藤亡き後も思いを受け継ぎ、現在 加藤舞踊学
院主宰。95年現代舞踊協会新人舞踊群舞賞ほか受賞多数。
98年山口県芸術文化振興奨励賞、2018年山口県文化功労
賞、25年山口県選奨。(一社)現代舞踊協会中国支部長、山口県
洋舞連盟理事長、山口文化協会副会長。

講師：広田早苗 (ひろたさなえ)

助手 : 加藤舞踊学院アシスタント
宣伝美術：江尻ひかる

山口県美祢市伊佐町生まれ。幼少期に石井漠舞踊研究所名古屋支部入所、のちに上
京し石井漠門下に入門も疎開の為退所。終戦翌年の1946年、指導者として活動開始
と同時に江口隆哉・宮操子に師事。1953年独立し山口市に《加藤舞踊学院》開所。57
年単独上京公演（第一生命ホール）。71年第１回ヨーロッパ芸術舞踊視察団参加。96
年舞踊50周年記念公演《魅せられて中也詩》芸術祭参加（メルパルクホール東京）。
2002年55周年記念公演《ときめいて時空に舞う》山口県の先人（金子みすゞ ・種田
山頭火・香月泰男・中原中也）の作品をモチーフに芸術祭参加(新国立劇場）。
山口文化協会設立に尽力し、同県にて開催の国民文化祭・国民体育大会・植樹祭など
の企画運営に寄与。同協会理事、会長、顧問を歴任。現代舞踊協会中国支部長のち参
与。山口県洋舞連盟理事長のち参与。1988年山口県選奨、92年文部大臣表彰地域
文化功労者賞、96年江口隆哉賞、07年（財）松山バレエ団顕彰 芸術賞ほか受賞多数。

加藤燿子（かとうようこ 1928～2022）

関東　7月22日［水］

中国　7月19日［日］


